
 

部品番号検索の基本となる使い方 

  この章では、初めてＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡを使用されるお客様を対象に、基本となる使用手順を 

  解説していきます。 

 

１．ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡを起動する。 

 
 スタート ボタンから [プログラム] →  

 [ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡ] →  

 [部品番号検索]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： Ｗｉｎｄｏｗｓの初期画面に『ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡ（部品番号検索）』アイコンを作成する 

① Ｗｉｎｄｏｗｓ初期画面の左下にある[スタート]ボタンを、マウスの右ボタンでクリックします。 

② [開く（O）]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

③ [Ｃ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥スタートメニュー]ウインドウが表示されますので、その中の[プログラム]アイコンをダブルクリック 

して開きます。 

④ [Ｃ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥スタートメニュー￥プログラム] ウインドウが表示されますので、その中の[ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡ] 

アイコンをダブルクリックして開きます。 

⑤ [Ｃ：￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥スタートメニュー￥プログラム￥ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡ]ウインドウが表示されますので、その中に 

ある[部品番号検索]アイコンをキーボードの[Ｃｔｒｌ]キーを押しながらクリックし、Ｗｉｎｄｏｗｓ初期画面上にドラッグ（マウスの 

左ボタンを押しながら移動させること）します。 

 

 
－1－ 

 

クリックします 

キーボードの[Ｃｔｒｌ]キーを

押しながらドラッグします



 

 

２． 車両を特定する（車台番号入力により、車両を特定する） 

 
検索車両の車台番号を、[車台番号]欄 

に入力し、[Ｔａｂ] キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
車台番号を入力することで、車両が 

特定されます。 

 
※車両が特定されると、下記の情報が 

  画面に表示されます。 

     型式･類別，モデル，車種コード， 

    年月・年改，ＯＰコード， 

     外装色コード，外装色名称， 

     内装色コード，内装色名称 
     ボデー等 
      
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎ワンポイントアドバイス ： その他の方法で車両を特定する 

    

  新しい車両の場合には、車台番号を入力した時に、下記メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

   上記メッセージが表示された場合には、“[型式・類別]の入力”“[モデル]の入力”“[車種コード]の入力” のいずれかにより 

   車両を特定していきます。 

   なお、車両の情報（年月、年改、ＯＰコード等）を細かく指定すれば、（車両情報に合わせ、部品が自動的に絞りこまれるため） 

   部品番号はより検索しやすくなります。 
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車台番号を入力 

Ａ版改善点 
型式･類別，外装色名称， 
内装色名称を追加  

車両の情報が表示されます 



クリックします 

クリックします 

クリックします 

クリックします クリックします クリックします 

 

 

３． 部品を選択する 

 （１）分解図から部品を選択する 
 

メニューバーから、[ジャンプ] →  

[部品選択] → [イラスト] → [絵目次] 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『絵目次選択』画面が開かれます。 

   絵目次には 

     「ｴﾝｼﾞﾝ、ﾌｭｰｴﾙ」 

     「ﾎﾞﾃﾞｨ、ﾄﾘﾑ、ｱｸｾｻﾘｰ、ｴｱｺﾝ」 

     「ｼｬｼ、ﾊﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ、ﾌﾞﾚｰｷ、 

      ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ」 

     「ｴﾚｸﾄﾘｯｸ、ﾗﾝﾌﾟ」 

   ４種類のグループがありますので、 

   表示したい絵目次グループを選択 

   （チェックボックスをクリック）します。 

 
   

   

  

         

 

  次に ＯＫ ボタンをクリックすることで 

  絵目次が表示されます。 

 

 

 

『絵目次』が表示されたら、参照したい 

分解図を選択（クリック）します。 

（今回の例ではＦＩＧ－ＮＯ．５９１、６０６、 

 ３５０を選択します） 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： 分解図の 

  指定＆解除 

  参照したい分解図を指定するには、 

  マウスの左ボタンをクリックします。 

 

  指定を解除するには、マウスの 

  右ボタンをクリックします。 
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クリックします 

クリックします 



 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： 参照したい分解図が見当たらない場合 

 

 

  絵目次には１ページあたり２０コマの 

  イラストが表示されます。 

  参照したい分解図が見当たらない 

  時は、以降のページに掲載されて 

  いると考えられますので、 

  メニューバーの [ジャンプ] →  

  [次グループ]や[次絵目次] 

  をクリックし、ページを送って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵目次での分解図選択が終了したら、 

メニューバーから、[ジャンプ] →  

[分解図]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品番号検索したい部品の、部品コード

部をクリックします。 

部品名称が画面下に表示されますので、

確認した上で再度部品コードをクリックす

ることで検索対象部品の指定が行なわ

れます（部品コードが赤色で表示されま

す）（画面説明 Ｐ．２５～Ｐ．２６） 

 

◎ワンポイントアドバイス ： 指定部品の 

  数量を増減させる 

  数量を増加させる場合には、マウスの 

  左ボタンをクリックして下さい。クリック 

  の回数に合わせて増加します。 

  減少させる場合は、マウスの右ボタン 

  をクリックして下さい。クリックの回数に 

  合わせて減少します。 

 

 絵目次画面で分解図を複数選択してい            

る場合は、メニューバーから、[ジャンプ]            

→ [次ＦＩＧ]をクリックします。 

 

クリックします。 

部品コードを選択後 
クリックします。 

絵目次での分解図選択が

終了したらクリックします。 

部品コードを 
クリックします。 
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クリックします 



該当行をクリック

します。 

該当行選択後

クリックします 

 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： 分解図選択画面が表示されたら 

 

検索車両に適応する分解図が複数 

存在する場合には、『分解図選択』 

画面が表示されます。 

その場合、ノート欄等を確認の上、 

該当行をクリックし ＯＫ ボタンを 

クリックして下さい。 

（画面説明Ｐ．２６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分解図選択画面から分解図が表示 

されますので、部品番号検索したい 

部品の部品コード部をクリックし、 

メニューバーから、[ジャンプ]  

→ [次ＦＩＧ]または [次分解図]を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品の指定がすべて終了したら、 

メニューバーから、[ツール] →  

[部品番号検索]をクリックします。 

（または、[Ｆ５]キーを押します） 

 

これにより、部品番号検索処理が 

自動的に行なわれます。 
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部品コードを選択後

クリックします 

部品コードを選択後 
クリックします。 

部品コードを 
クリックします。 

Ａ版改善点 
部品コードに “＊＃” がついて

いる部品は、従来部品番号選

択画面（画面説明Ｐ３４～Ｐ３６）

になっていましたが、イラストか

らの絞り込み機能を追加したこ

とで、１つの部品番号に自動で

検索処理できるようにしました。 

部品コードを 
クリックします。 



 

 

 

◎ワンポイントアドバイス ： 分解図内に『ＦＩＧ．###』と表示されている場合は 

 

分解図内に『ＦＩＧ．###』と表示されている場合は、 

他ＦＩＧで掲載されている部品を表示しています。 

 

例 ： 左記図の場合は、ＦＩＧ．１１９の分解図内に、 

     ＦＩＧ．１１２で掲載されている部品を表示 

     しています。 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

･画面説明 

  分解図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ① 同ＦＩＧ内での分解図枚数と、現在表示している分解図の枚目を表示しています。 

   ② 部品を選択する場合は、部品コードをクリックします。（選択された部品コードは“赤”色に表示されます） 

   ③ クリックすると分解図を拡大します。（標準に戻す時はもう一度クリックします） 

   ④ 『特記』画面を開きます。（表示されている場合は連絡事項がありますので必ず参照して下さい） 

   ⑤ 選択数量を表示します。（スピンボタンで数量の変更も行えます） 

   ⑥ カーソル位置の『部品コード』と『部品コード名称』を表示します。 

   ⑦ 分解図のノートを表示します。    Ａ版改善点 

   ⑧ 分解図画面は、表示色・背景色を変更する事が出来ます。 

      背景色を切り替える場合は、分解図画面において“＊”キーを押すと変更出来ます。 

 
背景色 ｶｰｿﾙ位置 選択済 

ｶｰｿﾙ位置と

選択済が重複 

１ グレー 青 緑 赤 

２ ライトブルー 黄 緑 赤 

３ 青 黄 緑 赤 

４ 緑 白 青 赤 

５ 黒 青 緑 赤 

６ 白 青 緑 赤 

 

Ａ版改善点 
表示されている部品を検索したい時は、[ＦＩＧ．１１２]を 

ダブルクリックします。 

ダブルクリックすると ＦＩＧ．１１２を自動的に表示することが

できます。 
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①

②

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑨

⑧



 

 

   ⑨ プルダウンメニュー＆ツールバー 

プルダウンメニュー

内容 

ツールバー

アイコン 

ファンクション

ボタン 
機能内容 

印刷 
 

Ｆ１２ 分解図を印刷する。 

閉じる 
 

Ｆ１ 分解図画面を閉じる。 

前処理画面 
 

Ｆ３ 分解図画面を閉じ前処理画面を表示する。 

ＦＩＧ－ＮＯ  Ｆ４ 
ＦＩＧグループ分解図を開く。 

（ＦＩＧグループ入力画面を開く） 

分解図選択 
 

Ｆ８ 分解図選択画面を表示する。 

前ＦＩＧ 
 

Ｃｔｒｌ＋Ｆ６ 複数ＦＩＧ選択時に前のＦＩＧを表示する。 

次ＦＩＧ 
 

Ｃｔｒｌ＋Ｆ７ 複数ＦＩＧ選択時に次のＦＩＧを表示する。 

前分解図 
 

Ｆ６ 複数分解図あり時に前の分解図を表示する。 

次分解図 
 

Ｆ７ 複数分解図あり時に次の分解図を表示する。 

部品番号検索 
 

Ｆ５ 
部品番号を検索し部品見積画面に戻る。 

（適合する部品番号を表示させる） 

 

 

  分解図選択画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   分解図選択画面は、検索車両に適応する分解図が複数存在する場合表示されます。 

   画面が表示された場合は、『採用－廃止』や『ノート』の内容から対象となる分解図を選択して下さい。 

     ① ＦＩＧ名称（見出し名称）を表示します。 

     ② 記号・略語画面を表示します。 

     ③ 各分解図の適用車種（適用グレード）を表示します。 

     ④ 各分解図の採用－廃止（適用時期）を表示します。 

     ⑤ 分解図の詳細名称を表示します。 

     ⑥ 選択した（青く反転している）行の分解図を表示させます。 

     ⑦ 分解図選択画面を閉じます。 

  ヒント：車両情報を細かく入力することにより、分解図は絞り込まれますので、より検索がしやすくなります。 
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①

③

⑥ ⑦

②

⑤
④



 

 

（２）その他の部品選択方法 

    

･グループ記号入力 
     下記グループ入力画面にグループ記号を入力することにより、グループインデックスからの検索が行な 

      えます。 

 

   グループ入力画面 

 

 

 

 

 

     例 ： グループ記号欄に ９Ｂ（区分 差異）を入力し、ＯＫ ボタンを押すと『インナ アクセサリー』 

          グループインデックスが表示されます。 

 

    一般補修部品用グループ記号一覧表 

グループ記号 

区分 差異 
ＦＩＧグループ名称 ＦＩＧ範囲 

Ａ エンジン 主機 ０００ ～ ０３９ 

Ｂ エンジン 補機 ０４０ ～ ０８９ ０ 

Ｃ エンジン エレクトリカル パーツ ０９０ ～ ０９９ 

Ａ マニュアル トランスミッション １００ ～ １４９ 

Ｂ オートマチック トランスミッション １５０ ～ １８９ １ 

Ｃ ディファレンシャル ＆ プロペラシャフト １９０ ～ １９９ 

２ Ａ サスペンション、アクスル ＆ ブレーキ ２００ ～ ２９９ 

３ Ａ ステアリング システム ＆ ケーブル ３００ ～ ３９９ 

４ Ａ エンジンマウンティング ＆ クーリング ４００ ～ ４９９ 

５ Ａ ボデー、キーキット ＆ バンパー ５００ ～ ５９９ 

Ａ ドア パーツ ６００ ～ ６３９ 
６ 

Ｂ シート ＆ インストルメント パネル ６４０ ～ ６９９ 

７ Ａ ヒータ ＆ エアコンディショナー ７００ ～ ７９９ 

Ａ ボデーエレクトリカルパーツ （１） ８００ ～ ８３９ 
８ 

Ｂ ボデーエレクトリカルパーツ （２） ８４０ ～ ８９９ 

Ａ アウタ アクセサリー ９００ ～ ９２９ 
９ 

Ｂ インナ アクセサリー ９３０ ～ ９９９ 

０ 車両展開一覧 Ｚ００ ～ Ｚ０９ 

１ オプションコード別装備一覧 Ｚ１０ ～ Ｚ１９ Ｚ 

２ 外装色＆内装色 Ｚ２０ ～ Ｚ２９ 

※.区分「Ｚ」は現行生産車と一部旧型車のみの掲載となっています。 
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･事故部位選択 

 

   事故部位選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ① 損傷部位を選択します。（複数選択が可能です） 

     ② 損傷部位をすべて選択します。 

     ③ 損傷レベルを選択します。（損傷レベル選択内容により、部品選択範囲が変化します） 

     ④ 車両５面図が印刷されます。（実車確認時のメモ等に御使用下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑤ 選択した損傷部位と損傷レベルにより、『分解図選択（事故）』画面が表示されます。 

     ⑥ 選択した損傷部位と損傷レベルをクリアして、事故部位選択画面を閉じます。 
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① 

② 

③ 

⑤ ⑥ 
④ 



 

 

    

   分解図選択（事故）画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 分解図を選択する時のチェックボックスです。 

   クリックするとチェックマークがつき、行全体が黄色に反転します。 解除するときは再度クリックします。 

② 部位によりグループ化されています。（分解図を選択する時の参考情報です） 

  ・フロントボデー     ・クーリング＆エンジン 

  ・フロントサスペンション＆ステアリング  ・ドア＆サイドボデー 

  ・室内      ・ルーフ＆フロア 

  ・リヤサスペンション＆エキゾースト   ・リヤボデー 

  ・フレーム 

③ ＦＩＧ名称と、ＦＩＧに紹介されている主要部品名称を表示します。 

   『事故部位選択』画面での、損傷場所と損傷レベルの選択内容により、表示対象ＦＩＧが増減します。 

④ 主要部品名称に表示されている部品が、複数のＦＩＧに存在する場合表示されます。 

   本ボタンを押すと『ＦＩＧ選択』画面を開きます。（詳細Ｐ．３３） 

⑤ 選択された分解図を表示します。（①のチェクボックスにチェックマークがついているＦＩＧが対象となります） 

⑥ 分解図選択した内容をクリアして、分解図選択（事故）画面を閉じます。 
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② ③ 

④ 

⑥ ⑤ 

① 



 

 

 

    

･交換候補部品コード一覧（車検・定検）から選択 

   車検・定検 部品検索を行うと、車検 及び 定期点検時に必要な部品を交換候補部品コード一覧として 

   表示します。 

 

   交換候補部品コード一覧（車検・定検）画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ① 部品コードを選択する時のチェックボックスです。 

        クリックするとチェックマークがつき、行全体が黄色に反転します。 

        解除するときは再度クリックします。 

     ② 選択した部品コードに対し部品番号検索を行います。 検索した結果を部品見積画面に表示し、 

        交換候補部品コード一覧（車検・定検）画面を閉じます。 

     ③ 選択した部品コードを部品見積画面に引き継ぎ、交換候補部品コード一覧（車検・定検）画面を閉じ 

        ます。 

     ④ 選択した部品コードをクリアし、部品コード選択画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

① 

③ ② ④
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① 

③ 

② 

⑤ ④ ⑥ 

 

 

 

    

･部品コード選択画面から選択 

 

   部品コード選択画面 

 

     ① 必要数量を入力します。 

         部品コード名称、ＦＩＧ－ＮＯを左クリックすると数量が増加します。 また、右クリックにより減少し 

         ます。 

     ② 対象の部品コードが、複数のＦＩＧで掲載されている場合表示されます。 

         （クリックすると『ＦＩＧ選択画面』が表示され、検索対象ＦＩＧの変更が行えます） 

     ③ 選択した行と、数量入力されている部品コードの、掲載分解図を表示します。 

     ④ 数量入力されている部品コードの部品番号検索を行い、部品コード選択画面を閉じます。 

     ⑤ 数量入力されている部品コードを部品見積画面に引き継ぎ、部品コード選択画面を閉じます。 

     ⑥ 数量入力を行った内容をクリアして、部品コード選択画面を閉じます。 
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･部品名称から選択 

  部品名称の入力から部品の選択を行ないます。 

 

   部品名称検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ① 部品名称を入力します。 

         （部品名称を入力し[Ｅｎｔｅｒ]キーを押すことにより、『該当名称検索』欄に該当名称が表示されます） 

     ② 該当名称検索欄内容から、検索対象となるワード（部品コード名称の一部）を選択して下さい。 

         （①先頭ワード入力欄で入力した内容により、該当名称検索欄表示内容が絞り込まれます） 

     ③ 検索対象となったワード（部品コード名称の一部）が表示されます。 

     ④ 検索対象となったワード（部品コード名称の一部）をクリアします。 

        部品名称検索を行った結果、下記メッセージが表示されましたら クリア ボタンを使用して、検索対 

        象ワードを減らし再度検索を行って下さい。 

 

 

 

 

     ⑤ 検索対象ワードに入力された内容で、対象となる部品コード名称を『部品コード選択』画面に表示しま 

        す。 

     ⑥ 部品名称検索画面を終了し、部品見積画面を表示します。 
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① 

③ 

② 

⑤ 
④

⑥ 



 

 

 

    

･ＦＩＧ選択画面 

   ＦＩＧ選択画面は、検索を行う部品コードが 複数ＦＩＧに掲載されている場合表示されます。 

   下記記例では、部品コード“９０３７１Ｄ”が ５つのＦＩＧに掲載されていることを示しています。 

   この場合 どのＦＩＧの部品を検索したいのかをＦＩＧ名称より選択して下さい。 

 

   ＦＩＧ選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ① 検索対象部品コードと、その部品コード名称が表示されます。 

      ② 掲載ＦＩＧと、そのＦＩＧ名称が表示されます。 

 

   注） 掲載ＦＩＧ－ＮＯにより、部品番号検索した時の部品番号は異なる場合がありますのでご注意下さい。 
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① 

② 



③ ⑥ ⑦ 

② 

⑤ 

④ ⑧ 
① ⑨ 

⑩ 

⑪ 

  
 
４． 選択部品の部品番号を検索する 

     部品番号検索処理の途中で部品番号選択画面（下記画面）が表示された場合には、『差異』、『年改』、  

     『採用－廃止』、『適用オプション』、『部品固有諸元』、『部品固有色諸元』、『摘要』、『適用車種』の 

内容から対象となる部品番号を選択して下さい。 

 

    部品番号選択画面 

 

    ① 部品番号を選択する時のチェックボックスです。 

       クリックするとチェックマークがつき、行全体が黄色に反転します。 解除するときは再度クリックします 

    ② 記号・略語画面を表示します。 

    ③ 部品番号を表示します。（検索車両に適応する、全ての部品番号が表示されます） 

    ④ 各部品番号の採用－廃止（適用時期）を表示します。 

    ⑤ 適用オプション、部品固有諸元、部品固有色諸元を表示します。 

    ⑥ 摘要を表示します。 

    ⑦ 各部品番号の適用車種（適用グレード）を表示します。 

    ⑧ ＦＩＧＮｏ．、個数を表示します。 

    ⑨ 分解図の部品コードの差異（イラストの部品コードに “＊＃” がついている部品）を表示します。 

    ⑩ 年改（Ａタイプ等）を表示します。 

    ⑪ 選択した部品番号を部品見積画面に引き継ぎ、部品番号選択画面を閉じます。 

 

      （部品番号を選択せずに ＯＫ ボタンを押した場合は、部品見積画面の検索結果に『対象部番がありま 

       せん』と表示されます） 
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   部品番号選択 

 

※ 左記図は『５７７０３ＦＥ０５０ＰＧ』の 

   ﾊﾞﾝﾊﾟ ﾌｪｰｽ ﾘﾔ（塗装あり）を 

   指定した例です 

 

※ 部品番号の指定が終了したら、ＯＫ 

   ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分解図画面で指定した部品について、 

部品番号が表示されます。 

（各欄に表示された内容はＰ．３７～ 

 Ｐ．３９で説明しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当部品番号を選択後

クリックします 
該当部品番号を 

選択（クリック）します 

部品番号は、複数指定するこ

とも可能です 
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◎ワンポイントアドバイス ： 検索が完了している部品番号を、再度検索したい時 

                                                       

                                                     例えば、 

                                                      「『ﾊﾞﾝﾊﾟ ﾌｪｰｽ ﾌﾛﾝﾄ（塗装あり）』を 

                                                       選択して検索を完了させたのだが、 

                                                       無塗装の部品に変更したい」 

                                                       といった場合は．．． 

 

                                                      確認したい部品番号の行番号を 

                                                      指定（クリック）し、メニューバーから、 

                                                      [ツール] → [類似部品検索]を 

                                                      クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      検索車両に使用される 対象部品番号 

                                                      が表示されますので、部品固有諸元等 

                                                      を確認の上、必要な部品番号を指定 

                                                      （その行をクリック）して下さい。 

                                                         （部品番号は、複数指定することも可能 

                                                                        です） 

 

 

注意！                                                                  注意！ 

                                                                         類似部品検索は、左記ワク内の 

                                                                         情報を変更することにより、検索 

                                                                         対象の部品番号が増減します。 

                                                                         そのため、実際の検索車両に 

                                                                         使用できない（取り付かない） 

                                                                         部品番号も検索されてしまい 

                                                                         ますので ご注意下さい。 
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対象部品の行番号

をクリックします 

対象部品の行番号を 
指定後、クリックします 

必要な部品番号を 
指定（クリック）します 

必要な部品番号を 
指定後、クリックします 



 

 

５．部品見積画面詳細 

    部品見積画面 

 

 

⑨

⑧ 

⑥

④ 

⑤

③

⑩

①

②

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 部品番号検索処理後結果を表示しています。 

② 部品コード入力時の表示内容です。（部品番号検索処理を行う前の状態） 

③ 仕入先を表示します。（例、 ＮＩ ： 日本板硝子（株）） 

略語 メーカー名 在庫場所コード 

ＡＳ （株）アサヒ ９６７１１ 

ＣＡ 日本カーリット（株） ４０２７２ 

ＣＮ クラリオン（株） ９０２４０ 

ＦＴ 富士通テン（株） ９８３４６ 

ＧＬ セントラル・サンゴバン（株） ９０２３５ 

ＨＩ （株）日立オートシステムズ ９０３５０ 

ＫＳ （株）アルファロッカーサービス ４７７６８ 

ＫＷ （株）ケンウッド ９７０９８ 

ＭＩ 三菱電気（株） ９２８１６ 

ＮＤ （株）デンソー ９００７５ 

ＮＩ 日本板硝子（株） ９０２４７ 

ＮＫ 日本特殊陶業（株） （ＮＧＫ） ９０３０６ 

ＯＫ オカモト（株） ９６６５１ 

ＰＮ 松下電器（株）  （パナソニック） ９００４３＆９８１４７ 

ＲＩ リズム時計工業（株） ９０２９０ 

ＳＮ （株）サン自動車工業 ９７６８４ 

ＳＴ スバルテクニカインターナショナル（株） ９７１６９ 

ＳＹ スバル用品（株） ９７０００ 

ＹＵ 輸送機工業（株） ９６５０１ 

（株）ボッシュオートモーティブシステム ９７１３１ 
ＺＸ 

（株）ヴォレオサーマルシステムズ ９８４１７ 

④ ⑥ボタンで互換部品番号を検索した結果を表示する場合、ＦＩＧ欄に『互換』の表示を行います。 

⑤ 対象の部品コードが、複数のＦＩＧに存在する場合表示されます。 
      本ボタンを押すと『ＦＩＧ選択』画面を開きます。（詳細 Ｐ．３３） 
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⑥ 部品番号を検索した結果、互換部品番号が存在する場合に表示されます。（必ず参照して下さい） 
      本ボタンを押すと『互換部品番号検索』画面が開き、互換部品番号の検索が行えます。（詳細 Ｐ．４０～Ｐ．４３） 

⑦ 部品見積画面での総合計部品金額が表示されます。 

⑧ 部品番号を検索した結果、対象部品番号がなかった場合に、部品名称と『対象部番がありません』メッセー 

   ジが表示されます。 

⑨ 分解図から標準部品を検索した場合、部品単価･部品金額及び部品名称を表示します。 

 
                                                                                Ａ版改善点

⑩ プルダウンメニュー＆ツールバー 

プルダウンメニュー

内容 

ツールバー

アイコン 

ファンクション

ボタン 
機能内容 

クリア  Ｆ１ 検索内容をすべて削除する。 

開く 
 

 保存したファイルを開く。 

保存 
 

 検索した内容を保存する。 

印刷 
 

Ｆ７ 
検索した内容を印刷する。 

（印刷画面を開く） 

閉じる 
 

Ｆ１２ ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡを閉じる。 

挿入   選択した行に空白行を挿入する。 

削除  ＤＥＬ 選択した行を削除する。 

切り取り  Ｃｔｒｌ＋Ｘ 選択した行を切り取る。 

貼り付け  Ｃｔｒｌ＋Ｖ 切り取った行を挿入する。 

検索数量一括設定
 

 
個数を数量に一括設定する。 

（検索数量一括設定画面を開く） 

互換部品一括検索
 

 互換部品を一括検索する。 

データ修正 
 

 
検索した内容を修正する。 

（『名称』『価格』等） 

顧客情報 
 

 
顧客情報を入力する。 

（顧客情報画面を開く） 

絵目次 
 

Ｆ２ 
絵目次から分解図を開く。 

（絵目次選択画面を開く） 

全体図   
全体図から分解図を開く。 

（全体図画面を開く） 

ＦＩＧグループ   
ＦＩＧグループ分解図を開く。 

（ＦＩＧグループ入力画面を開く） 

ＦＩＧ－ＮＯ 
 

Ｆ４ 
ＦＩＧ-ＮＯから分解図を開く。 

（ＦＩＧ-ＮＯ入力画面を開く） 

事故部位 
 

 
事故での損傷個所から分解図を開く。 

（事故部位選択画面を開く） 

部品名称 
 

Ｆ３ 
部品名称から部品番号を検索する。 

（部品名称検索画面を開く） 

車検・定検 
 

Ｆ６ 
車検や定期点検で使用される部品を検索する。 

（交換候補部品ｺｰﾄﾞ一覧（車検・定検）画面を開く） 

見積総合計 
 

Ｆ８ 
見積金額の確認や値引き額を設定する。 

（見積総合計画面を開く） 

部品番号検索 
 

Ｆ５ 
部品番号を検索する。 

（適合する部品番号を表示させる） 
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プルダウンメニュー

内容 

ツールバー

アイコン 

ファンクション

ボタン 
機能内容 

別車種検索   
いままで検索した内容の後に別車種で検索した内容

を追加する。 

類似部品検索   
選択した行の部品を、年改コードやグレード内容を変

更して部品番号を検索する。 

ＤＥＰＯＳ（発注ﾃﾞｰ

ﾀ作成） 
  

ＤＥＰＯＳ（特約店での部品在庫管理システム）用の

発注データを作成する。 

ＳＵＢＡＲＵ－ＵＯＥ

（発注ﾃﾞｰﾀ作成） 
  

ＵＯＥ（部品商が特約店に対し『発注』『在庫問い合

せ』等を行うシステム）用のデータを作成する。 

部品商パック   
部品商パック（部品商が使用する部品商パックシス

テム）用のデータを作成する。 

ＤＡＴＡ   ＳＵＢＡＲＵ－ＦＡＳＴⅡバージョン情報を表示します。

★ 

★ 

★ 

          ★ ： 『環境設定』画面Ｐ．１４～Ｐ．１５の《発注データ連動設定》により表示内容が異なります。 
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